
審

査

概

要

 

 
本

年

度

の

文

部

科

学

大

臣

賞

の

選

考

は

、

令

和

七

年

四

月

一

日

か

ら

同

八

年

三

月

三

十

一

日

に

至

る

一

年

間

に

刊

行

さ

れ

た

連

歌

・

俳

諧

・

俳

句

に

関

わ

る

著

作

が

対

象

と

な

る

。

そ

の

中

か

ら

候

補

と

な

る

著

作

四

点

を

厳

選

し

て

各

委

員

に

確

認

し

、

選

考

委

員

七

名

に

よ

る

そ

れ

ら

の

綿

密

な

査

読

、

そ

の

結

果

を

持

ち

寄

り

、

慎

重

な

審

議

に

よ

っ

て

選

考

が

行

わ

れ

た

。

そ

の

結

果

、

小

林

孔

氏
・
佐

藤

勝

明

氏

共

著
『

深

川

六

歌

仙

評

釈

』（

令

和

七

年

十

月

、
ひ

つ

じ

書

房

）

を

最

優

秀

著

作

と

し

て

推

薦

す

る

こ

と

に

決

定

し

た

。 

 

以

下

、

著

作

の

概

要

、

な

ら

び

に

各

委

員

の

推

薦

文

と

当

日

の

選

考

会

議

を

も

と

に

し

た

審

査

概

要

を

記

す

。 

 

本

書

は

、
芭

蕉

七

部

集

に

入

ら

な

か

っ

た
『

深

川

』
を

、『

ひ

さ

ご

』『

猿

蓑

』

と

『

す

み

だ

は

ら

』

と

の

間

に

入

れ

て

、

芭

蕉

流

俳

諧

を

把

握

す

る

と

い

う

視

座

か

ら

、
『

深

川

』
所

収

六

歌

仙

を

読

み

解

い

て

い

る

。
註

解

は

、
小

林

・

佐

藤

両

氏

の

往

復

書

簡

に

よ

り

ま

と

め

ら

れ

た

も

の

。

各

歌

仙

の

《

解

説

稿

》

は

両

氏

が

執

筆

す

る

。

さ

ら

に

、

佐

藤

氏

の

「

付

合

文

芸

の

展

開

と

『

深

川

』
」
、

小

林

氏

の

「
『

深

川

』

出

版

略

史

」
「
『

深

川

』

と

『

市

の

庵

』
の

題

号

」

を

収

載

す

る

。

小

林

・

佐

藤

両

氏

の

前

著

『

続

猿

蓑

五

歌

仙

評

釈

』

と

同

じ

方

法

に

よ

る

歌

仙

分

析

を

行

っ

た

本

書

の

評

釈

は

『

深

川

』

註

解

と

し

て

画

期

的

成

果

を

あ

げ

た

。 

 

佐

藤

氏

の

付

合

分

析

の

方

法

は

、
「

付

合

文

芸

の

展

開

と

『

深

川

』
」

と

《

解

説

稿

》
に

明

瞭

に

示

さ

れ

る

が

、「

見

込

」「

趣

向

」「

句

作

」
の

三

段

階

分

析

で

、

作

者

の

思

考

を

跡

づ

け

る

こ

と

に

あ

る

。
「

付

合

文

芸

の

展

開

と

『

深

川

』
」

で

は

、

連

歌

か

ら

初

期

誹

諧

を

へ

て

、

芭

蕉

俳

諧

に

い

た

る

ま

で

、

付

句

作

者

は

「

自

問

自

答

を

通

し

て

趣

向

を

探

っ

た

」

と

い

う

視

点

か

ら

、

具

体

例

が

説

明

さ

れ

た

。

貞

門

・

談

林

の

親

句

と

蕉

門

の

疎

句

と

の

相

違

も

、

こ

の

自

問

自

答

の

趣

向

立

て

か

ら

説

明

さ

れ

て

い

る

が

、

説

得

力

の

あ

る

論

理

展

開

で

あ

る

。

ま

た

形

容

語

に

よ

っ

て
「

匂

」
が

可

視

化

さ

れ

る

点

に

も

注

目

し

、
『

猿

蓑

』
で

確

立

し

た

こ

の

付

合

手

法

が

、

非

可

視

化

が

す

す

ん

で

『

す

み

だ

は

ら

』

期

に

い

た

る

と

指

摘

し

た

。『

深

川

』
は

、
芭

蕉

流

の

付

合

手

法

が

門

弟

た

ち

に

浸

透

し

つ

つ

も

、「

匂

」
の

可

視

化

と

い

う

点

で

は

、
そ

の

中

間

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ

る

と

し

た

。 

 

小

林

氏

は

、

第

一

歌

仙

の

《

解

説

稿

》

で

は

、

立

句

「

青

く

て

も

有

べ

き

も

の

を

唐

辛

子

」

成

立

の

経

緯

に

つ

い

て

考

証

し

、

発

句

と

脇

と

の

応

酬

に

新

見

を

加

え

た

。

ま

た

第

二

・

三

・

四

歌

仙

の

《

解

説

稿

》

で

は

「

立

句

と

脇

の

呼

吸

」

と

題

し

て

緻

密

な

解

釈

を

す

る

。

特

に

、

深

川

の

第

三

次

芭

蕉

庵

を

想

定

し

た

第

二

歌

仙

の

《

解

説

稿

》

は

興

味

の

つ

き

な

い

考

証

で

あ

る

。

第

五

歌

仙

の
《

解

説

稿

》「

本

歌

仙

満

尾

と

収

録

の

意

味

」
は

、
手

の

込

ん

だ

構

成

を

持

つ

こ

の

三

十

六

句

が

ど

う

い

う

意

図

の

も

と

に

作

ら

れ

た

か

、

そ

の

意

味

を

読

み

解

い

た

。
第

六

歌

仙

の
《

解

説

稿

》「

本

歌

仙

成

立

の

背

景

」
は

、
こ

の

歌

仙

が

、



洒

堂

の

芭

蕉

庵

滞

在

中

に

、

曲

翠

が

深

川

に

出

向

い

た

折

り

に

巻

か

れ

た

と

指

摘

し

、

洒

堂

・

曲

翠

の

両

吟

で

巻

か

れ

た

事

情

を

類

推

す

る

。 

 

小

林

氏

の

「
『

深

川

』

出

版

略

史

は

、
「

京

版

」

の

初

版

本

・

初

版

覆

刻

本

、

「

江

戸

版

」

の

元

文

版

本

・

寛

政

版

本

の

異

動

を

詳

細

に

調

査

、

検

討

す

る

。

ま

た

「
『

深

川

』

と

『

市

の

庵

』

の

題

号

」

は

、
「

深

川

夜

遊

」

の

四

字

題

に

つ

い

て

考

証

を

加

え

、

大

坂

に

移

住

し

た

洒

堂

撰

『

市

の

庵

』

の

題

は

、

洒

堂

の

新

宅

が

長

町

六

丁

目

に

あ

っ

た

こ

と

に

よ

る

と

推

定

し

た

。 

小

林

氏

の

考

証

に

は

、

芭

蕉

・

洒

堂

ら

の

関

係

性

か

ら

導

か

れ

た

第

一

歌

仙

発

句

の

成

立

事

情

、

歌

仙

制

作

の

場

と

な

っ

た

第

三

次

芭

蕉

庵

の

具

体

的

空

間

の

考

証

な

ど

、
作

品

の

背

後

に

広

が

る

創

作

空

間

、
連

衆

間

の

関

係

性

な

ど
『

深

川

』

の

成

立

に

か

か

わ

る

新

見

に

満

ち

て

い

る

。 

 

本

書

は

綿

密

な

調

査

、

先

行

研

究

の

批

判

的

継

承

、

新

見

の

提

示

が

十

分

に

行

わ

れ

、

共

同

研

究

の

あ

る

べ

き

姿

を

示

し

た

。 

  

令

和

八

年

八

月

四

日 
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